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第 3図 s x 17出土遺物(1)

って出土しているのでこれを中心に紹介したい。

なお、壷(1、 2)のみ第氾I層出土遺物である。

(1 )壷(1 ，.._， 5 ) 

a. ~最下複合口縁壷⑨

2は、口縁部が外反し、口縁端部には粘土帯を下方

に肥厚させ、外方に面をつくる。頚部には、凸帯が巡

り列点、文が施される。口径約18.4cmである。 3は、口

縁部が頚部で極端に外反し、口縁端部を下方に肥厚さ

せ、外方に面をつくる。口縁端部内外面にヨコ方向の

櫛描文が施され、頚部外面にタテ方向のハケ自が残る。

4は、口縁部が外反し、口縁端部には粘土帯を下方に

肥厚させ、タト方に面をつくる。頚部外聞にはタテ方向

に整然とへラミガキが施され、内面にはヨコ方向のハ

ケ自が残る。
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第 4図 s x 17出土遺物(2)

b.広口蓋

1は、強く外反する日縁部で、端部は肥厚させ、外

方に酪をつくる。服部下半を欠損する。鯛部は、最大

筏を中位よりょにもつ⑩。体部上半には、タテ方向にハ

ケ自が残る。 5は、日縁部が外上方へ直線的に開き、

端部が丸くおさまる。肩部外面に波状文の直線文を廻

らす。体部内面には、平滑にするための板ナデの痕跡

が残る。

(2)饗 (6'"'-'14)

a.受け口状口縁欝

これらは、 6~9 の土器である。

6は、強く外反、屈曲して端部は外方につまみ出し、

内傾した段を手ぎする口縁部をもっ。端部は、上方に酪

をもっ。体部上半に櫛状工具により斜格子文がひかれ
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る。 7は、口縁部が強く外反、屈曲して端部は外方に

つまみ出し、外傾した商をもっ。 8は口縁部が、強く

外皮、屈曲して端部は外方につまみ出し、丸くおさま

る。 9は、緩やかに外反、屈曲して端部は外方に立ち

上がる口縁部。体部上半は、ハケ自のあと櫛状工具に

よる斜線が施される。口縁部内面には、ヨコ方向にハ

ケ自が残る。

b. r (J字状口縁寵

10の一点、のみである。口縁部が大きく外反し、端部

を丸くおさめる。外面は、口縁者自から体部にかけてタ

テ方向のハケ目、頚部から体部上半の内聞には、ヨコ

方向のハケ自が残る。

C. 台付翠(もしくは、鉢の脚台部)

11、12である。 11は、外反しつつ脚台部が広がる。

端部に面をもち、地に接する。僻台部内閣には、ヨコ

方向のハケ目が残る。 12は、やや外皮しつつ、脚台部

が広がる。脚台は、貼り付けである。摩滅のため調整

不明。

d.底部

13、14である。タテ方向にハケ自が残っている。窟

部は平成。

(3)高杯 (16'"'-'18)

16は、高杯の杯部から屈曲、外反する口縁部をもっ。

口縁端部外方に閣をもち、内外面に丁寧なタテ方向の

へラミガキを施す。 17は、ほぽ誼立する柱状部から緩

やかに広がり裾部でさらに外湾する。 17は、内外面摩

滅のため調整不明。 18は、柱状部から緩やかに広がり

裾部で内湾する。外面はタテ方向のミガキで、内面は、

斜めにハケ自の痕跡が残る。裾部は、二次焼成を受け

ている。

(4)器台 (19'"'-'22)

19は、端部下方を肥厚させ砲をつくり、端部外面に

ヨコナデのあと列点文を施す。内外面に了寧なタテ方

向のへラミガキが施される。 20は、脚部が短い。脚部

外面には、タテ方向のへラミガキが施される。脚部内

聞は、ヨコ方向のハケ日が残る。 21は、脚部がほぼ直

線的に広がる。端部に面をもち、地に接する。口径が

脚裾径よりも小さいものである。脚部外面には、タテ

とヨコ方向のヘラミガキが施される。脚部内面は、ヨ

コ方向のハケ自が残る。 22は、受部と据部の一部を欠

損する。外商はタテ方向のへラミガキが施される。 脚

部内面は、ハケ自が残る。

(5)手づくね土器側

一点のみ出土している。口縁部が、外上方に直線的

にのびやや内湾する。やや上げ底の底部で、平成であ

る。完形で出土し、口径は約5.3cm、器高2.5cmである。

焼成不良である。色調は淡燈色。

(6)有孔鉢 (23'"'-'25)
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有孔鉢については、ほとんどが体部から外上方に直

線的にのび口縁部が若干内湾する。穿子しは、焼成前に

行なわれれいる。 23は、口縁端部がやや尖りぎみであ

る。ロ縁部から体部にかけて内外罰に、タテ方向のハ

ケ目が残る。底部の穿孔は内側から行い、穿孔部を中

心に放射状に工異の痕跡が残る。 24は、体部内外面に

ハケ自が残る。底部の穿孔は内側から行っている。 25

は、底部の穿孔は内側から行い、穿子し部を中心に工具

の痕跡が残る。

4.まとめ

安孫子北遺跡のSX17出土遺物の各器種についての

概観についてふれてみた。当地の吉墳時代前期の標識

としては、愛知山、宇曽JlI下流の拠点集落と考えられ

ている能登川町斗西遺跡@の資料である。それによる

と各器穣のセット関係から斗西 2期(古墳 1b⑫)を中

心とした土器様相と考えられる。なかには、 5の長頚

豪、 16の高杯や、 19の器台などの弥生時代のV様式に

遡る資料もある。これらの弥生的な遺物は、他の土器

と同様に斗西日期まで残っていたと考えることもでき

る。このような多量な遺物の出土状況は、奈良県矢部

遺跡T-1方形区画茎にみられる⑬一辺.13mとほぼ同

様の規模。周溝内より出土の多量の遺物が「共食行為j

ののち蕗棄されたと推定されている。(竹村吉史)
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